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多段階の浸水想定図と水害リスクマップ
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1/10 1/30 1/50 1/100 1/150
現況

（令和2年度末時点） ● ● ● ● ●
短期整備後

（令和7年度末時点） ● ● ● ● ●
　　※― ： 浸水が発生しないことを示します。

　<豊川水系　多段階の浸水想定図>

河道条件
降雨の年超過確率

• 国土交通省では、土地利用や住まい方の工夫の検討及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検討など、流域治水の取組を推進することを

目的として、発生頻度が高い降雨規模の場合に想定される浸水範囲や浸水深を明らかにするため、「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマッ

プ」を令和4年9月30日に公表しました。

• なお、現在の多段階の浸水想定図及び水害リスクマップは、国管理河川の氾濫のみを示しています。

＜多段階の浸水想定図と水害リスクマップについて＞

［多段階の浸水想定図］

• 公表済みの想定最大規模に加え、より頻度
の高い複数の年超過確率毎に多段階の浸
水想定図を作成。

• 今回作成した多段階の浸水想定図は以下
の年超過確率の図面。

【豊川水系】1/10・1/30・1/50・1/100・1/150

［水害リスクマップ］
• 水害リスクマップは、1/10～想定最大規模

降雨の降雨により浸水した場合に想定され
る多段階の浸水想定図を重ね合わせた図
面。

• 以下の浸水深毎に水害リスクマップを作成。
・浸水深 ０cm 以上
・浸水深５０cm（床上浸水想定）以上
・浸水深 ３ｍ（１階居室浸水相当）以上

【今後の予定】

• 中長期整備後の多段階の浸水想定図・
水害リスクマップの作成

• 内外水一体モデルのリスクマップの拡張

＜水害リスクマップの活用イメージ＞

• 住居・企業の立地誘導・立地選択や水害保険への反映等に活
用することで、水害リスクを踏まえた土地利用・住まい方の工夫
等促進

• 企業BCPへの反映を促進することで、洪水時の事業資産の損害
を最小限にとどめることにより、事業の継続・早期復旧を図る

浸水あり 50cm以上 3m以上

現況
（令和2年度末時点） ● ● ●

短期整備後
（令和7年度末時点） ● ● ●

河道条件
浸水深

　<豊川水系　水害リスクマップ>



内外水統合型水害リスクマップ
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○ これまでに公表済みの水害リスクマップは、国管理区間（豊川）の外水氾濫のみによる水害リスクを示したものでした。

○ これに加えて、比較的発生頻度が高い降雨規模も含めた複数の降雨規模毎に作成した、国管理区間からの外水氾濫と中小

河川や下水道等からの内水氾濫を考慮した、多段階の浸水想定図と、それらを重ね合わせて、浸水範囲と浸水頻度の関係

を図示した水害リスクマップを作成して参ります。

■内外水統合型水害リスクマップは、外水・内水両方の浸水リスクに対し、地点毎（メッシュ毎）の浸水頻度を表示｡
→中～高頻度の被害を軽減する減災対策（防災まちづくり等）の検討への活用を期待｡

本川氾濫の
浸水想定区域図
（例：1/30規模時の浸水深）

支川氾濫の
浸水想定区域図
（例：1/30規模時の浸水深）

支川・内水氾濫統合の
水害リスクマップ

本川氾濫の
水害リスクマップ

内外水統合型
水害リスクマップ

内水氾濫
浸水解析
対象範囲

内水氾濫
浸水解析
対象範囲

重
ね
合
わ
せ

出典：「多段階の浸水想定図及び水害リスクマップの検討・作成に関するガイドライン、R5.1」



特定都市河川の指定による流域治水の本格的実践

○ ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」の本格的実践に向けて、特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川

を全国の河川に拡大し、ハード整備の加速に加え、国・都道府県・市町村・企業等のあらゆる関係者の協働による水害リスク

を踏まえたまちづくり・住まいづくり、流域における貯留・浸透機能の向上等を推進していきます。
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ワンコイン浸水センサ実証試験

10

○ 近年、大雨による浸水被害や河川の氾濫が頻発しており、浸水の状況を迅速に把握し、災害対応を行うことが重要となって

おります。そのため、センサを用いてリアルタイムに浸水状況を把握し防災行動に繋げる仕組みの構築に向けて、国や自治

体、民間企業等の様々な関係者が協力して、センサの特性や情報共有の有効性等を実証することを目的とします。

官民連携による浸水域把握（活用のイメージ）

ワンコイン浸水センサ） リアルタイムの浸水状況表示システム



ワンコイン浸水センサ実証試験
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○ これまでに構築した浸水センサ表示システムの情報を水害時の有益な防災情報として地域の皆様にお役立ていただくため、

令和6年11月より、浸水センサ表示システムを試行的に公開しています。

浸水センサ

浸水センサ

実証実験参加自治体：埼玉県戸田市

（令和６年７月３１日豪雨 浸水状況）

実証実験参加自治体：秋田県秋田市

（令和６年７月９日 浸水状況）
出典：ワンコイン浸水センサ実証実験 広報用チラシ（2024年12月24日）を基に作成



ワンコイン浸水センサ実証試験
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